


昨
年
十
二
月
に
開
業
し
、
早

半
年
が
過
ぎ
た
。
最
初
は
医
療

以
外
の
雑
多
な
事
務
仕
事
に
追

わ
れ
ス
ト
レ
ス
も
多
か
っ
た

が
、
よ
う
や
く
生
活
も
落
ち
着

き
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

医
学
部
時
代
か
ら
交
際
し
て

い
た
私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
耳

鼻
咽
喉
科
と
眼
科
を
選
択
し
た

わ
け
だ
が
、
今
か
ら
思
え
ば
将

来
の
開
業
の
可
能
性
も
見
据
え

た
科
の
選
択
だ
っ
た
よ
う
に
思

う
。
結
婚
後
十
年
が
経
ち
、
子

ど
も
も
三
人
生
ま
れ
、
夫
婦
間

で
将
来
ど
う
す
る
か
と
い
う
話

も
よ
く
上
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
双
方
と
も
両
親

を
は
じ
め
親
族
に
医
療
関
係
者

は
な
く
、
何
か
ら
手
を
つ
け
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
の

ま
ま
、
勤
務
医
の
仕
事
に
追
わ

れ
、
日
々
が
過
ぎ
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
以
前
か

ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
生
命

保
険
会
社
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ

ー
さ
ん
か
ら
耳
鼻
咽
喉
科
と
眼

科
の
要
望
の
高
い
地
区
が
あ

り
、
私
た
ち
に
よ
い
話
だ
と
思

う
が
、
開
業
す
る
気
は
あ
る

か
？
も
し
あ
る
な
ら
知
人
の
医

療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
人
を
紹

介
し
ま
す
と
い
う
話
が
舞
い
込

ん
で
き
た
。

取
り
あ
え
ず
一
度
会
っ
て
話

を
聞
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
、

開
院
に
必
要
な
幅
広
い
分
野
に

対
す
る
博
識
さ
、
人
柄
な
ど
か

ら
信
頼
で
き
そ
う
だ
と
判
断

し
、
こ
の
人
の
協
力
が
あ
れ
ば

私
た
ち
で
も
開
業
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
私
た
ち
は

開
業
を
決
意
し
た
。

私
た
ち
は
、
医
学
の
こ
と
は

知
っ
て
い
る
が
、
法
律
や
行
政

の
仕
組
み
、
土
地
の
取
得
法
や

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
の
引
き

出
し
方
な
ど
、
世
の
中
の
仕
組

み
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
無

知
で
世
間
知
ら
ず
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
自
力
で

勉
強
し
て
す
べ
て
を
自
分
た
ち

で
対
処
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ

う
が
、
や
っ
ぱ
り
「
餅
は
餅
屋
」

と
私
た
ち
は
考
え
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て

い
っ
た
。

結
局
、
最
初
の
候
補
地
は
採

用
中
止
と
な
っ
た
が
、
最
終
的

に
野
々
市
町
に
よ
い
物
件
が
あ

る
と
の
情
報
が
入
り
、
地
主
さ

ん
と
話
し
合
い
の
結
果
、
縁
あ

っ
て
そ
こ
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
か
ら
は
事
業

計
画
、
返
済
計
画
の
作
成
、
銀

行
と
の
融
資
の
交
渉
、
建
築
士

と
共
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
お
よ
び
併

設
す
る
自
宅
部
分
の
設
計
、
医

療
機
器
の
選
定
、
カ
ル
テ
、
診

察
券
、
封
筒
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン

の
決
定
、
い
ろ
い
ろ
な
行
政
手

続
き
、
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
、
面

接
、
採
用
お
よ
び
研
修
、
開

院
・
内
見
会
用
は
が
き
の
作
成

と
郵
送
、
新
規
開
業
の
新
聞
掲

載
、折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
作
成
、

そ
し
て
引
っ
越
し
と
、
目
が
回

る
ほ
ど
忙
し
い
日
々
が
続
き
、

二
〇
〇
二
年
十
二
月
、
な
ん
と

か
開
院
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

夫
婦
開
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
ま
ず
銀
行
か
ら
の
融
資
の

際
に
、
担
保
や
保
証
人
の
基
準

が
緩
く
済
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
や
は
り
資
格
（
医
師
免

許
）
を
二
人
と
も
持
っ
て
い
る

こ
と
は
す
ご
い
価
値
の
あ
る
こ

と
だ
と
実
感
し
た
。
そ
の
ほ
か

に
短
期
間
で
開
業
用
自
己
資
金

を
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き

た
、
返
済
計
画
に
余
裕
を
持
て

た
（
精
神
的
に
も
）、
生
命
保

険
の
掛
け
金
が
安
く
済
ん
だ
、

院
内
空
間
、
医
療
機
器
、
設
備
、

ス
タ
ッ
フ
等
の
共
用
に
よ
り
、

効
率
的
に
経
費
、
人
件
費
を
節

約
で
き
た
、
身
近
に
医
療
に
関

す
る
相
談
相
手
が
い
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
共
働
き
の

た
め
雑
用
を
処
理
す
る
人
が
い

な
い
、
い
つ
も
一
緒
の
た
め
何

と
な
く
気
が
抜
け
な
い
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
医
療
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
昨
今
、
一
人

で
開
業
す
る
重
圧
と
比
べ
、
夫

婦
開
業
は
大
変
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
く
恵
ま
れ
て
い
る
と
実
感
し

て
い
る
。

今
回
、
私
た
ち
は
節
目
節
目

で
よ
い
人
と
巡
り
会
い
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
て

開
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
不

景
気
な
現
在
、
大
き
な
借
金
を

し
て
開
業
し
て
も
大
変
だ
よ
と

言
う
人
も
い
る
。
し
か
し
、
逆

に
金
利
は
こ
れ
以
上
低
く
な
ら

な
い
ほ
ど
低
い
し
、
バ
ブ
ル
の

こ
ろ
と
比
べ
る
と
い
い
土
地
や

建
物
が
格
安
で
手
に
入
る
の

で
、
よ
い
選
択
を
し
た
と
言
う

人
も
い
る
。
将
来
の
開
業
の
可

能
性
に
備
え
、
数
年
前
か
ら
自

己
資
金
用
の
積
み
立
て
を
し
て

い
た
こ
と
も
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ

た
。私

た
ち
の
経
験
で
は
、
よ
い

立
地
条
件
で
、
妥
当
な
事
業
計

画
を
立
て
、
経
費
や
人
件
費
を

引
き
締
め
て
堅
実
に
経
営
し
て

い
け
ば
、
今
の
時
代
で
も
新
規

に
開
業
し
て
や
っ
て
い
け
る
と

感
じ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
医
師

自
身
の
診
断
能
力
や
技
量
、
人

柄
に
加
え
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

患
者
さ
ん
に
優
し
く
接
す
る
親

し
み
や
す
い
明
る
い
診
療
所
づ

く
り
も
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
先
の
長
い
人
生
、
い
く
つ
も

の
困
難
に
ぶ
つ
か
る
時
が
必
ず

来
る
と
覚
悟
し
て
い
る
が
、
幸

い
私
た
ち
は
ま
だ
若
い
の
で
、

力
を
合
わ
せ
、
少
し
ず
つ
着
実

に
進
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
。
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た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て 

ほ
り
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
堀
川
　
勲
・
智
恵
子 

（
野
々
市
町
／
耳
咽
・
眼
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
） 
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耳
鼻
咽
喉
科
・
眼
科
を
開
業
し
て 

　
〜
夫
婦
開
業
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
〜 

人
は
病
気
の
た
め

に
、
ひ
と
た
び
障
害
を

持
っ
て
し
ま
う
と
、

「
弱
り
目
に
た
た
り

目
」、
社
会
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
二
次
被
害
を
受

け
や
す
く
な
る
。

そ
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
医
療
者
が

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
高
度
障
害
を
持
っ
て
し
ま
っ
た

人
、
あ
る
い
は
今
後
持
っ
て
し
ま
い

そ
う
な
人
に
対
す
る
「
医
療
の
打
ち

切
り
へ
の
誘
惑
」
と
い
う
二
次
被
害

で
あ
る
。
特
に
、
近
年
の
高
齢
者
に

対
す
る
診
療
報
酬
の
圧
縮
は
、
こ
の

よ
う
な
蹂
躙
意
識
を
増
長
す
る
の
に

足
る
も
の
で
あ
る
。
高
齢
者
の
長
期

入
院
に
対
す
る
「
特
定
患
者
」
の
呼

称
に
よ
る
差
別
、
入
院
基
本
料
等
の

「
特
定
療
養
費
化
」（
保
険
は
ず
し
）

と
い
っ
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
設
定

は
、
高
齢
者
の
医
療
は
限
定
的
に
扱

っ
て
も
良
い
の
だ
、
ま
し
て
や
障
害

を
持
っ
た
高
齢
者
の
医
療
を
受
け
る

権
利
は
制
限
さ
れ
て
し
か
る
べ
き

だ
、
と
い
う
考
え
を
わ
れ
わ
れ
医
療

者
に
無
意
識
に
刷
り
込
ん
で
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
最
近
「
経
管
栄
養
の

倫
理
」
と
称
し
て
、
人
間
は
「
口
か

ら
食
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
終
わ
り
」
で

あ
り
、「
障
害
を
持
っ
た
高
齢
者
ば

か
り
増
や
し
て
は
本
邦
の
医
療
費
を

圧
迫
す
る
」
と
い
う
意
見
が
ま
こ
と

し
や
か
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う

い
っ
た
考
え
は
「
医
療
費
は
人
権
に

優
先
す
る
」
と
ば
か
り
に
見
事
に
影

響
を
受
け
て
い
る
と
は
言
え
ま
い

か
。む

し
ろ
、
た
と
え
家
族
が
「
こ
ん

な
年
寄
り
に
何
も
し
て
く
れ
る
な
」

と
医
療
の
中
止
を
求
め
た
と
し
て

も
、
患
者
本
人
が
延
命
を
望
め
ば
、

周
囲
か
ら
患
者
を
守
っ
て
や
れ
る
の

は
主
治
医
だ
け
な
の
だ
。
そ
れ
く
ら

い
強
い
人
権
意
識
を
持
ち
た
い
。
そ

し
て
し
っ
か
り
し
た
人
権
意
識
を
持

っ
た
時
に
、
今
の
医
療
制
度
改
革
の

お
粗
末
さ
が
身
に
し
み
て
理
解
で
き

る
の
で
あ
る
。

協
会
の
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、「
薬
害
と
人
権
」「
ハ
ン
セ
ン
病

と
人
権
」
「
終
末
期
医
療
と
人
権
」

等
々
を
題
材
に
取
り
上
げ
な
が
ら
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
で
こ
れ
ら
の
問
題

を
勉
強
し
て
い
く
。
わ
れ
わ
れ
医
療

者
が
陥
り
や
す
い
自
ら
の「
心
の
闇
」

に
気
付
い
た
時
に
初
め
て
、
そ
れ
を

バ
ネ
に
し
て
社
会
に
対
し
て
発
信
し

て
い
け
る
の
だ
と
思
う
。

医
療
制
度

医
療
制
度
の
お
粗
末
粗
末 

「
人
権
人
権
」
が
改
善
改
善
の
カ
ギ 

医
療
制
度
の
お
粗
末 

「
人
権
」
が
改
善
の
カ
ギ 

第６回会員デビュー講演・シンポジウムの開催案内 第６回会員デビュー講演・シンポジウムの開催案内 
テーマ 開業医としての夢を語る 
と　き 8月２６日（火）午後７時半～午後９時半 
ところ 金沢都ホテル　５階蓬莱の間（ＪＲ金沢駅正面） 
参加費 無　料 
申込み FAXでお申し込みください。（FAX：076‐231‐5156） 

講演テーマと講師 
 ●整形外科無床診療所開業顛末―勤務医時代の経験を生かすために 

　三平　伸一（三平クリニック院長／金沢市笠舞３丁目） 
●聴診器1本と自転車1台の開業 
　納藤　真生（なっとう内科クリニック／金沢市此花町） 
●開業プロジェクトの始まりから開院２年間の歩み 
　中山　渉（中山クリニック／金沢市小坂町） 

夫婦開業のメリット・デメリットについて講演する堀川勲・智恵子ご夫妻
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内　　科 魚谷　浩平 開業医　金沢市医師会理事

内　　科 小川　　純 開業医

内　　科 越野　慶隆 越野病院副院長

内　　科 紺谷　一浩 開業医　河北郡医師会理事

内　　科 四位例　靖 開業医　

内　　科 柴山　真介 開業医　

内　　科 洞庭　賢一 開業医　

外　　科 上山　武史 金沢循環器病院顧問

外　　科 松村　晴夫 開業医　金沢市医師会監事

整　　形 加藤日出治 開業医　県医師会理事　

整　　形 川北　　篤 開業医　

産　　婦 丘村　　誠 開業医　

小　　児 西川　二郎 国立療養所医王病院名誉院長　県医師会理事

精　　神 渋谷　禎三 十全病院長

眼　　科 中田　芳夫 開業医

耳　　鼻 小森　　貴 開業医　県医師会理事

皮　　膚 西部　武嗣 開業医

歯　　科 小竹　秀夫 開業医　県歯科医師会代議員

歯　　科 白尾　理英 開業医　県歯科医師会理事

歯　　科 東山　一博 開業医　県歯社会保障副委員長

内　　科 安部　俊男 金沢市立病院内科科長

内　　科 長田　清明 金沢赤十字病院第一内科部長

内　　科 篠崎　公秀 国家公務員等共済組合連合会　北陸病院長

内　　科 早川　浩之 開業医

外　　科 太田　哲生 金沢大学医学部助教授

外　　科 高橋　一郎 山中温泉医療センタ－長

外　　科 竹下八洲男 金沢社会保険病院長

外　　科 四方　裕夫 金沢医科大学医学部助教授

脳　　外 池田　清延 国立金沢病院脳神経外科医長

整　　形 岡田　正人 金沢医科大学医学部助教授

整　　形 松本　晴彦 金沢宗広病院長

産　　婦 赤祖父一知 金沢社会保険病院名誉院長

小　　児 奥田　則彦 国立金沢病院小児科医長

小　　児 小林　　泰 金沢西病院副院長

精　　神 中村　一郎 石川県立高松病院長

眼　　科 中川　寛忠 開業医

耳　　鼻 木村　恭之 石川県立中央病院診療部長

歯　　科 大場　有一 開業医

歯　　科 蓮池　芳浩 開業医

歯　　科 溝口　　寛 石川社会保険事務局保険指導医

内　　科 石川　　勲 金沢医科大学医学部教授

内　　科 織田　邦夫 専任審査員

内　　科 公立松任石川中央病院長

内　　科 清水　賢巳 金沢大学医学部助教授

内　　科 ◎ 杉岡　五郎 専任審査員

内　　科 多田　　明 国立金沢病院第二放射線科医長

内　　科 三輪　梅夫 石川県立中央病院副院長

内　　科 横山　　仁 金沢大学医学部附属病院助教授

外　　科 ○ 八木　雅夫 公立松任石川中央病院外科医長

外　　科 矢崎　敏夫 専任審査員

整　　形 山田　　浩 専任審査員

産　　婦 朝本　明弘 石川県立中央病院診療部長

小　　児 小泉　晶一 金沢大学医学部教授

眼　　科 瀬川　安則 公立つるぎ病院眼科医長

耳　　鼻 三輪　高喜 金沢大学医学部助教授

泌　　尿 越田　　潔 金沢大学医学部助教授

皮　　膚 柳原　　誠 金沢医科大学医学部教授

歯　　科 牛村　　章 開業医

歯　　科 竹多玄太郎 開業医

歯　　科 ○ 中川　忠夫 専任審査員

内　　科 池田　清司 池田内科クリニック長

内　　科 北野　博嗣 北野内科クリニック長

内　　科 小山　　有 香林坊メディカルクリニック長

内　　科 二宮　哲博 二宮内科医院長

内　　科 林　　清次 林内科医院長

外　　科 林　外史英 林胃腸科外科医院長

外　　科 横浜　外雄 横浜外科整形外科医院長

脳　　外 石倉　　彰 石倉医院長

整　　外 勝木　道夫 芦城クリニック長

整　　外 細川外喜男 細川整形外科医院長

産　　婦 荒木　克巳 恵愛病院長

小　　児 浅井　恭一 浅井小児科医院長

耳　　咽 木下　弘治 木下耳鼻咽喉科医院長

歯　　科 東　　伸也 東歯科医院長

歯　　科 伊川　永一 伊川歯科医院長

薬　　局 兼田　春生 かねだ薬局長

内　　科 追分　久憲 国家公務員等共済組合連合会　北陸病院診療部長

内　　科 大竹　茂樹 金沢大学医学部保健学科教授

内　　科 木田　　寛 国立金沢病院長

内　　科 ◎ 東福　要平 石川県済生会金沢病院長

内　　科 藤村　政樹 金大大学院医学系研究科がん医科学専攻細胞移植学助教授

内　　科 松井　　忍 金沢医科大学病院循環器内科教授

外　　科 竹村　博文 金大医学部附属病院　心肺・総合外科講師

心臓血管外科 遠藤　将光 国立金沢病院心臓血管外科医長

脳　　外 長谷川光広 金大大学院医学系研究科脳機能制御学助教授

精　　神 ○ 島田昭三郎 社会福祉法人金沢市民生協会　ときわ病院長

眼　　科 北川　和子 金沢医科大学病院　眼科助教授

耳　　咽 瀧口　哲也 国立金沢病院耳鼻咽喉科医師

泌　　尿 勝見　哲郎 国立金沢病院副院長　

皮　　膚 川島　愛雄 石川県健康福祉部医療対策課医療指導専門員

歯　　科 ○ 向田　能和 石川県歯科医師会理事

歯　　科 小嶋　俊秀 石川県歯科医師会予備代議員

内　　科 鵜浦　雅志 公立羽咋病院長

内　　科 加登　康洋 石川県医師国保組合（加登病院長）

内　　科 澤田　大成 石川県国民健康保険団体連合会（常勤常務処理審査委員）

内　　科 杉本　尚樹 金沢市立病院循環器科長

内　　科 津田　功雄 石川県医師国保組合(津田内科医院長)

内　　科 吉光　康平 石川県医師国保組合（吉光内科医院長）

外　　科 素谷　　宏 石川県国民健康保険団体連合会（嘱託医師）

外　　科 山田　哲司 石川県立中央病院副院長

整　　外 島　　　巌 石川県リハビリテ－ションセンタ－所長

産　　婦 山田　光興 金沢市立病院副院長

小　　児 加藤　貞人 公立松任石川中央病院　小児科部長

眼　　科 山崎　芳治 石川県医師国保組合（山崎眼科医院長）

眼　　科 横川由起子 金沢市立病院眼科科長

皮　　膚 加世多秀範 石川県医師国保組合（加世多皮膚科医院長）

歯　　科 定梶　　龍 全国歯科医師国保組合石川県支部（定梶歯科医院長）

歯　　科 白石　貴城 全国歯科医師国保組合石川県支部（白石歯科医院長）
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《国保連合会審査委員》 《支払基金審査委員》

石川県 審査委員名簿社保
国保

（任期：2003年6月1日～2005年5月31日）

『保険審査通信』
『保険審査通信』は毎月保険医新聞に
同封しています。ご利用ください。

石川県保険医協会

FAX用

（注）欄の「◎」は、審査委員長、「○」は、副委員長

（注）欄の「◎」は、審査委員長、「○」は、副委員長

代表別 診療科 （注） 氏　　名 職　　　　　　名
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〈申請手続きの簡素化の必要性〉
2002年10月からの健保法・老健法の一部改定により、老人医療の月額

上限が撤廃され、月額上限を（一般で外来は12,000円、入院は40,200円）

超えた部分は、申請により償還払い（高額医療費制度）されることにな

った。しかし同年10月に当会が高額医療費の「申請の負担軽減」に関す

る県下自治体アンケートを実施したところ、「個別通知の有無」「領収書

の要・不要」「毎月申請が必要」など自治体の取り組みに大きな格差があ

り、申請手続きの簡素化の必要性が明らかになった。（本紙2002年12月号

７面参照）

実際に健保法・老健法改定が施行された2002年10月分の高額医療費の

申請状況について、当会が６月に実施した「高額医療費制度の償還申請

に関する実態調査」の集計結果は＜別表＞の通りである。

〈県下全市町村からアンケート回答　償還率は74％〉
10月診療分では高額医療費の該当者は12,917人、そのうち支給決定者は

9,535人、そして未支給となっている金額は21,074,642円である。10月診療

月からすでに9カ月も経過しているのに申請者がゼロの自治体が2カ所

（尾口村、田鶴浜町）、償還率が50％に達していない自治体が13カ所もあ

る。未支給額はこのまま２年間、申請がなければ債権放棄として国保財

政に入ることになる。一方、申請のない世帯には戸別訪問して100％償還

している自治体（吉野谷村）もあった。

また未申請者に対して郵送や電話で「個別通知する」自治体は29カ所

だけ、「通知しない」「未定」の自治体が12カ所もある。「通知しない」自

治体に照会したところ、該当者には最初に通知するが、一定期間未申請

であっても「再通知はしない」という回答であった。

未申請者の申請方法では「郵送にて受付可」「窓口申請困難の場合は郵

送で受け付ける」が29カ所あるが、「原則窓口へ直接」という自治体が10

カ所もある。申請時に「領収書の添付」を求める自治体は11カ所（前回

調査では21カ所）、支給決定後でも「毎月申請」が必要な自治体は12カ所

（前回調査では16カ所）もある。

〈申請の事務負担が大きいところは未申請が多い〉
前回の調査よりも申請手続きを簡素化した自治体が若干増えているが、

依然として「領収書の添付」「毎月申請」が必要な自治体（尾口村、田鶴

浜町、中島町、鹿西町、穴水町、門前町、能都町）では未申請者の方が

多いという実態があり、当該自治体にはこれまでの対応策の見直しを要

請したい。

厚生労働省も都道府県を通じて、各市町村における高額医療費の支給

申請の事務負担軽減策を促進することと、事務処理の効率化を図り、高

額医療費の支給期間の短縮化を要請している（３月３日付総務課長通知）。

当会の自治体アンケートと同時期に、県医療対策課からの指示により各

市町村では2002年10月から2003年２月診療分までの高額医療費の実状調

査を行ったという情報も市町村担当課から寄せられた。

保険医協会では今回の実態調査と県の調査結果にもとづき、全市町村

で高齢者の申請負担の軽減策が取られ、100％償還となるよう要請運動を

続けていく。また医療機関窓口においても高額医療費制度の申請種類を

備えるなど、該当する患者・家族に対して懇切丁寧に申請手続きのアド

バイスが行われるよう呼びかけたい。

高額医療費制度の償還申請に関する実態調査集計とコメント 高額医療費制度の償還申請に関する実態調査集計とコメント 高額医療費制度の償還申請に関する実態調査集計とコメント 

1 金沢市 5,151 4,551 88.4% 600 11.6% 3,674,798 通知する 郵送 未定 窓口・郵送 不要 不要
2 七尾市 505 456 90.3% 49 9.7% 231,922 通知する 郵送 2月通知 窓口・郵送 不要 不要
3 小松市 1,152 294 25.5% 858 74.5% 5,243,360 通知する 郵送 5月通知 窓口・郵送 不要 不要
4 輪島市 403 384 95.3% 19 4.7% 90,047 通知する 郵送 12月通知 窓口・郵送 不要 不要
5 珠洲市 324 271 83.6% 53 16.4% 400,553 未定 検討中 3月通知 検討中 不要 不要
6 加賀市 1,022 822 80.4% 200 19.6% 1,405,077 未定 検討中 窓口・郵送 不要 不要
7 羽咋市 239 69 28.9% 170 71.1% 1,153,314 通知する 郵送 6月通知 窓口・郵送 不要 不要
8 松任市 615 453 73.7% 162 26.3% 1,612,400 通知する 郵送 2月通知 窓口・郵送 不要 不要
9 山中町 188 184 97.9% 4 2.1% 25,726 通知する 郵送 1月通知 窓口・郵送 不要 不要
10 根上町 117 94 80.3% 23 19.7% 183,103 通知する 郵送 窓口・郵送 不要 不要
11 寺井町 112 81 72.3% 9 8.0% 80,519 未定 検討中 窓口・郵送 不要 不要
12 辰口町 133 89 66.9% 44 33.1% 209,634 通知する 郵送 通知済 窓口・郵送 不要 不要
13 川北町 20 18 90.0% 2 10.0% 1,410 通知する 郵送 2月通知 窓口・郵送 不要 不要
14 美川町 119 111 93.3% 8 6.7% 92,880 通知する 郵送 1月通知 窓口・郵送 不要 不要
15 鶴来町 192 169 88.0% 23 12.0% 119,138 通知する 郵送 通知済 窓口・郵送 不要 不要
16 野々市町 283 207 73.1% 76 26.9% 571,091 通知する 郵送 5月通知 窓口・郵送 不要 不要
17 河内村 12 1 8.3% 11 91.7% 60,958 通知する 郵送 6月通知 窓口 不要 不要
18 吉野谷村 24 24 100.0% 0 0.0% 0 通知する 電話 1月通知 その他 不要 不要
19 鳥越村 41 39 95.1% 2 4.9% 10,683 通知する 電話 7月通知 窓口・郵送 不要 毎月申請
20 尾口村 11 0 0.0% 11 100.0% 88,656 未定 検討中 7月通知 窓口 必要 毎月申請
21 白峰村 0 0 0 0 未定 検討中 窓口 必要 不要
22 津幡町 266 188 70.7% 78 29.3% 279,092 通知する 郵送 通知済 窓口・郵送 不要 不要
23 高松町 118 118 100.0% 0 0.0% 0 通知する 郵送 12月通知 窓口・郵送 不要 不要
24 七塚町 147 124 84.4% 23 15.6% 164,469 通知する 郵送・電話 通知済 窓口・郵送 不要 不要
25 宇ノ気町 23 15 65.2% 58 252.2% 227,094 通知する 郵送 通知済 窓口・郵送 不要 不要
26 内灘町 203 186 91.6% 17 8.4% 75,728 通知する 郵送 通知済 窓口・郵送 不要 不要
27 富来町 120 58 48.3% 62 51.7% 355,565 通知する 郵送 通知済 窓口・郵送 不要・検討 不要・検討
28 志雄町 52 52 100.0% 15 28.8% 72,989 通知する 郵送 通知済 窓口 不要 不要
29 志賀町 192 117 60.9% 75 39.1% 545,644 通知する 郵送 通知済 窓口 不要 不要
30 押水町 95 80 84.2% 15 15.8% 109,598 通知する 郵送 1月通知 窓口・郵送 不要 不要
31 田鶴浜町 39 0 0.0% 39 100.0% 165,377 未定 検討中 8月通知 窓口・郵送 必要 毎月申請
32 鳥屋町 26 25 96.2% 1 3.8% 3,058 通知する その他 窓口・郵送 不要 不要
33 中島町 48 10 20.8% 38 79.2% 238,411 未定 検討中 窓口 必要 毎月申請
34 鹿島町 75 75 100.0% 6 8.0% 4,969 通知する 郵送 7月通知 窓口 必要 毎月申請
35 能登島町 33 20 60.6% 4 12.1% 5,922 通知する 郵送・電話 1月通知 窓口・郵送 必要 毎月申請
36 鹿西町 67 18 26.9% 49 73.1% 446,088 未定 郵送 2月通知 窓口・郵送 不要 毎月申請
37 穴水町 140 15 10.7% 125 89.3% 536,169 未定 検討中 窓口・郵送 必要 毎月申請
38 門前町 206 28 13.6% 178 86.4% 1,207,053 通知しない 通知しない 窓口 必要 毎月申請
39 能都町 280 41 14.6% 239 85.4% 1,109,224 未定 検討中 窓口・郵送 必要 毎月申請
40 柳田村 49 9 18.4% 40 81.6% 195,643 通知する 郵送 7月通知 窓口 必要 毎月申請
41 内浦町 75 39 52.0% 36 48.0% 77,280 通知する 郵送 1月通知 窓口・郵送 不要 不要

計 12,917 9,535 73.8% 3,422 26.5% 21,074,642

質問1 質問2 質問3 質問4 質問5 質問6 質問7 質問8 質問9 質問10

自治体名
平成14年10月度
高額医療費
該当者数

同年10月度
高額医療費支給
決定者数

償還率
同年10月度
高額医療費支給
未申請数

未申請率
未申請により
未支給となっ
ている金額

未申請に対
する通知の
有無

未申請者へ
の今後の対
策

通知時期
はいつ頃
の予定か

未申請者の
申請方法

償還申請時
の領収書の
添付

償還申請支
給決定後の
申請手続き

県内各市町村の高額医療費制度　償還申請に関する実態調査集計（2003年6月）＜別表＞
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設
を
勧
め
ら

れ
て
い
る
、
と
奥
さ
ん
か
ら
相

談
を
受
け
た
の
が
、
そ
の
一
カ

月
後
。
迷
う
奥
さ
ん
に
「
自
分

の
親
な
ら
受
け
さ
せ
る
」
と
ま

で
プ
ッ
シ
ュ
し
た
の
は
、
胃
ろ

う
推
進
派
の
Ｐ
先
生
と
飲
み
に

行
っ
た
次
の
日
だ
っ
た
か
ら
だ

ろ
う
か
。

「
今
、
主
人
の
命
が
あ
る
の

は
、
先
生
が
胃
ろ
う
を
勧
め
て

下
さ
っ
た
お
か
げ
だ
と
い
う
こ

と
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。で
も
、

総
合
病
院
か
ら
次
の
病
院
に
変

わ
り
、今
度
移
っ
た
施
設
で
は
、

人
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
て
い

な
い
ん
で
す
」
目
を
シ
ロ
ク
ロ

さ
せ
る
お
サ
ル
先
生
に
、
奥
さ

ん
は
続
け
た
。「
服
を
着
せ
て

も
ら
え
な
い
ん
で
す
。
施
設
で

は
皆
そ
う
な
ん
で
す
か
？
」

「
う
〜
ん
、
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。
た
ま
た
ま
処
置

を
す
る
の
で
服
を
脱
が
さ
れ
て

い
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

か
？
」
と
、
丸
く
お
さ
め
よ
う

と
す
る
が
、「
そ
れ
は
百
歩
譲

っ
て
も
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
う
ち

の
主
人
の
お
な
か
は
物
置
き
で

す
か
？
」「
え
っ
。
物
置
き
？
」

「
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
人
が
配
膳

す
る
時
、
主
人
の
お
な
か
の
上

に
他
の
患
者
さ
ん
の
ナ
プ
キ
ン

を
重
ね
て
置
く
ん
で
す
よ
！
」

「
そ
ん
な
、
馬
鹿
な
！
」「
手
術

し
た
胃
ろ
う
の
お
な
か
の
上
で

す
よ
・
・
・
」
奥
さ
ん
は
泣
き

出
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
施
設
に
置
い
て
も
ら
え

る
だ
け
で
「
あ
り
が
た
い
」
。

だ
か
ら
、
文
句
も
言
え
な
い
。

せ
め
て
胃
ろ
う
を
す
す
め
た
自

分
に
そ
の
思
い
を
ぶ
つ
け
に
来

た
の
だ
、
と
思
っ
た
。

「
最
近
、
主
人
の
昔
の
日
記

を
見
つ
け
た
ん
で
す
よ
。
そ
し

た
ら
ね
、
尊
厳
死
を
望
む
、
み

た
い
な
こ
と
を
書
い
て
い
た
ん

で
す
よ
・
・
・
」
お
サ
ル
先
生

は
言
葉
を
失
っ
た
。

何
と
も
や
り
切
れ
な
く
て
、

お
サ
ル
先
生
は
そ
の
夜
、
Ｐ
先

生
に
電
話
し
た
。

「
ひ
ど
い
話
だ
。
そ
の
奥
さ

ん
の
言
う
通
り
、
胃
ろ
う
患
者

を
人
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い

ね
」「

ボ
ク
が
胃
ろ
う
を
す
す
め

な
け
れ
ば
良
か
っ
た
ん
で
し
ょ

う
か
？
」

「
そ
れ
は
違
う
ね
。
問
題
を

履
き
違
え
て
い
る
。
胃
ろ
う
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

障
害
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
人
を

尊
厳
を
以
っ
て
扱
う
、
と
い
う

医
療
者
と
し
て
の
基
本
的
態
度

の
欠
落
―
こ
れ
が
問
題
だ
」

「
で
も
、
Ａ
さ
ん
は
尊
厳
死

を
望
ん
で
い
た
よ
う
な
ん
で
す

よ
」「

尊
厳
死
も
分
か
る
ん
だ
け

ど
、
今
の
場
合
、
尊
厳
を
持
っ

て
生
き
て
い
け
る
、
と
い
う
こ

と
が
保
障
さ
れ
る
の
が
急
務
だ

ろ
う
」

「
と
に
か
く
、
ボ
ク
は
責
任

を
感
じ
て
ま
す
」

「
本
当
に
責
任
を
感
じ
て
い

る
ん
な
ら
、
今
の
Ａ
さ
ん
が
尊

厳
を
持
っ
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に

働
き
か
け
る
の
が
、
君
の
責
任

だ
ろ
」

◇

本
稿
は
、
会
員
か
ら
の
情
報

に
よ
り
構
成
し
ま
し
た
。
現
在

進
行
形
で
す
の
で
、
至
急
改
善

を
求
め
ま
す
。

49

北陸消化器内視鏡技師会石川県支部からのお知らせ 
内視鏡医師・看護部長・内視鏡技師・従事者各位 

石川県内視鏡従事者石川県内視鏡従事者フォーラムのムのご案内案内 石川県内視鏡従事者石川県内視鏡従事者フォーラムのムのご案内案内 石川県内視鏡従事者フォーラムのご案内 

日　時　：8月31日（日）　10：00～12：00 
場　所　：石川県立中央病院健康教育館 
参加費　：500円 
参加人数　：100名程 
テーマ　：内視鏡の洗浄・消毒 

●内視鏡のガイドラインに沿った洗浄・消毒方法 
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社　森　善朗 

主　　　催　北陸消化器内視鏡技師会石川県支部 
問い合わせ先　安田内科病院　松村あつ子 
電　　　話　076‐291‐2911 
F　A　X　076‐291‐6787
─フォーラム終了後、受講証明書を発行いたします。─ 

記 

今
シ
ー
ズ
ン
の
僕
は
、
い

つ
も
の
シ
ー
ズ
ン
以
上
に
山

ス
キ
ー
に
没
頭
し
た
。
メ
ジ

ャ
ー
な
山
域
だ
け
で
も
昨
年

十
一
月
の
白
山
山
頂
か
ら
の

ス
キ
ー
を
手
始
め
に
十
二
月

の
槍
が
岳
、
年
が
明
け
て
大

日
岳
、
薬
師
岳
、
朝
日
岳
、

奥
穂
高
岳
、
鹿
島
槍
が
岳
と

山
頂
ま
た
は
直
下
か
ら
の
ス

キ
ー
滑
走
に
明
け
暮
れ
て
か

な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や

し
た
。
そ
の
す
べ
て
が
日
帰

り
山
行
で
あ
っ
た
。
振
り
返

っ
て
み
る
と
昨
年
十
一
月
か

ら
今
年
の
六
月
ま
で
の
雪
の

あ
る
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
に
、
実

に
四
十
回
の
ス
キ
ー
山
行
を

行
っ
て
い
た
。
ゲ
レ
ン
デ
ス

キ
ー
は
一
度
も
な
く
、
そ
の

す
べ
て
が
山
に
出
か
け
て
自

分
の
足
で
登
っ
て
滑
る
と
い

う
山
ス
キ
ー
一
途
で
あ
っ

た
。一

週
間
の
内
、
水
曜
と
日

曜
が
当
院
の
休
診
日
だ
か

ら
、
週
に
よ
っ
て
は
水
曜
・

日
曜
と
連
ち
ゃ
ん
で
ほ
ぼ
毎

週
の
よ
う
に
山
に
出
か
け
て

い
た
勘
定
に
な
る
。
山
で
の

ス
キ
ー
は
人
に
会
う
こ
と
も

稀
で
、
ど
っ
ぷ
り
自
然
に
浸

れ
て
、
嫌
な
こ
と
も
す
べ
て

忘
れ
ら
れ
る
の
で
、
文
句
無

し
に
楽
し
く
自
己
陶
酔
に
浸

れ
る
。
ま
た
、
日
ご
ろ
の
仕

事
の
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
な

る
。
さ
ら
に
自
己
の
能
力
の

限
界
に
挑
戦
で
き
る
と
い
う

魅
力
が
あ
る
。
今
シ
ー
ズ
ン

最
も
つ
ら
か
っ
た
山
行
は
、

三
月
の
北
ア
・
大
日
岳
山
行

で
あ
り
、
立
山

町
か
ら
山
頂
ま

で
標
高
差
二
千

メ
ー
ト
ル
以
上

を
単
独
で
ラ
ッ

セ
ル
し
な
が
ら

進
む
と
い
う
、

登
り
だ
け
で
実

に
九
時
間
半
を

要
し
、
一
日
十

三
時
間
以
上
も

山
で
悪
戦
苦
闘

し
て
い
た
。
正

に
自
分
の
気
力

と
体
力
の
限
界

に
迫
っ
た
ス
キ

ー
山
行
で
あ
っ

た
。
下
山

後
は
大
き

な
仕
事
を

達
成
し
た

充
実
感
に

酔
い
し
れ

て
し
ま
っ

た
。ま

た
、

今
シ
ー
ズ

ン
行
っ
た

山
行
の
中

で
も
奥
穂

高
岳
、
鹿

島

槍

が

岳
、
鑓
が

岳
山
頂
な

ど
の
三
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の

頂
か
ら
滑
っ
た
ス
キ
ー
は
、

正
に
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
キ

ー
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ

う
。
四
十
度
を
超
す
斜
面
と

い
う
の
は
、
上
か
ら
見
る
と

正
に
真
っ
逆
さ
ま
に
落
ち
る

よ
う
な
急
斜
面
で
あ
る
。
ゲ

レ
ン
デ
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、

山
の
斜
面
は
落
石
や
ア
イ
ス

バ
ー
ン
、
ク
レ
バ
ス
な
ど
至

る
所
に
落
と
し
穴
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
う
ま
く
避
け
な
が

ら
岩
に
挟
ま
れ
た
狭
く
急
な

ル
ン
ゼ
を
滑
る
の
は
快
感
で

は
あ
る
が
、
一
歩
間
違
え
れ

ば
危
険
極
ま
り
な
い
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。

た
だ
し
、
実
際
滑
っ
て
い

る
自
分
は
、
絶
対
転
倒
す
る

こ
と
は
な
い
と
い
う
自
信
だ

け
は
あ
る
。
な
け
れ
ば
滑
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
急
斜
面

を
ジ
ャ
ン
プ
タ
ー
ン
の
連
続

で
や
り
過
ご
し
て
い
く
こ
の

よ
う
な
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス

キ
ー
で
は
、
転
倒
イ
コ
ー
ル

死
を
意
味
す
る
こ
と
に
な

り
、
転
倒
す
れ
ば
ま
ず
止
ま

る
こ
と
は
な
い
。
山
ス
キ
ー

は
、
あ
る
意
味
で
底
な
し
沼

の
よ
う
な
も
の
で
、
難
し
い

斜
面
を
滑
れ
ば
滑
る
ほ
ど
、

ま
す
ま
す
、
よ
り
難
し
い
斜

面
を
滑
っ
て
み
た
く
な
る
も

の
で
あ
る
。
ど
こ
ま
で
行
っ

て
も
き
り
が
な
い
の
で
あ

る
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
剣
岳
山

頂
か
ら
の
滑
走
に
失
敗
し
た

山
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
滑
落
し
て

命
を
落
と
し
た
よ
う
に
、
い

わ
ゆ
る
馬
鹿
は
死
な
な
き
ゃ

分
か
ら
な
い
と
言
っ
た
具
合

で
あ
る
。

今
シ
ー
ズ
ン
、
少
し
激
し

く
滑
り
す
ぎ
た
の
で
、
メ
ー

ル
で
自
重
を
促
す
手
紙
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。
来
シ
ー
ズ

ン
は
少
し
遠
慮
を
し
よ
う
か

と
考
え
る
が
、
シ
ー
ズ
ン
が

終
わ
ら
な
い
内
に
ま
た
来
シ

ー
ズ
ン
用
の
板
を
買
っ
て
し

ま
っ
た
僕
は
、
来
シ
ー
ズ
ン

も
相
変
わ
ら
ず
山
ス
キ
ー
中

毒
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
か
も

知
れ
な
い
。

山三昧 山三昧 
早川ドクターの 

早川　康浩（金沢市・内科）
【第17話】　山スキーに魅せられて 

鑓が岳2903m山頂からの中央ルンゼ滑走コース（03.5.14）

旭岳2867m山頂から滑る2つのルンゼコース（03.6.4）
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風
薫
る
五
月
の
連
休
を
利
用

し
て
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
歯
学
部

歯
周
治
療
・
口
腔
顎
顔
面
外
科

主
催
の
新
鮮
遺
体
を
用
い
た
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス（
四
日
間
）

に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。今

回
の
コ
ー
ス
は
日
本
人
向

け
で
、
四
十
六
人
の
参
加
者
の

う
ち
四
十
人
が
日
本
人
、
五
人

が
台
湾
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

一
人
だ
っ
た
。

四
月
二
十
八
日
（
月
）、
ち

ょ
う
ど
次
女
（
藤
田
保
健
衛
生

大
・
医
学
部
六
年
）
が
臨
床
実

習
で
Ｎ
Ｉ
Ｈ
（
米
国
衛
生
研
究

所
）
へ
、
約
十
日
間
出
か
け
る

と
い
う
の
で
、
旅
は
一
人
よ
り

も
連
れ
が
あ
っ
た
方
が
楽
し
い

に
決
ま
っ
て
い
る
と
思
い
、
名

古
屋
か
ら
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
便

で
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
あ
る
デ

ト
ロ
イ
ト
ま
で
一
緒
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。
機
内
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
乗
り
継
い
だ
乗
客

が
多
く
、
約
三
割
ぐ
ら
い
の
人

た
ち
が
大
き
な
マ
ス
ク
を
付

け
、
や
は
り
東
南
ア
ジ
ア
の

S
A
R
S

の
影
響
の
大
き
さ
を
膚

で
感
じ
、一
瞬
恐
怖
を
覚
え
た
。

彼
女
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら

ワ
シ
ン
ト
ン
へ
と
、
無
事
、
乗

り
継
い
で
行
っ
た
。

実
習
に
参
加
す
る
と
決
め
た

こ
ろ
は
ま
だ
イ
ラ
ク
戦
争
の
真

っ
た
だ
中
で
、
母
か
ら
は
危
険

だ
か
ら
参
加
を
止
め
る
よ
う
幾

度
も
言
わ
れ
た
が
、
私
は
も
ち

ろ
ん
次
女
も
せ
っ
か
く
の
機
会

な
の
で
、
誰
が
何
と
言
お
う
と

行
く
と
決
め
て
い
た
。
幸
い
に

し
て
戦
争
も
終
結
、
安
心
し
て

参
加
で
き
た
。

出
発
の
名
古
屋
空
港
は
、
や

は
りS

A
R
S

の
影
響
で
、
連
休

に
も
か
か
わ
ら
ず
海
外
旅
行
に

出
か
け
る
人
は
極
端
に
少
な
か

っ
た
が
、
デ
ト
ロ
イ
ト
に
着
く

と
、
さ
す
が
に
人
の
流
れ
が
違

っ
て
、
そ
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ

た
。空

港
に
は
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学

の
歯
学
部
に
留
学
し
て
い
る
糸

瀬
先
生
が
出
迎
え
に
来
て
く
れ

て
い
て
、
そ
の
後
に
到
着
す
る

先
生
方
も
い
る
の
で
、
一
番
乗

り
だ
っ
た
私
は
、
大
学
の
あ
る

A
n
A
robor

ま
で
、
タ
ク
シ
ー

で
二
十
五
分
ほ
ど
走
っ
た
。

広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
あ

る
ホ
テ
ル
に
着
き
、
少
し
休
ん

で
い
る
と
、
ほ
か
の
先
生
方
も

続
々
と
到
着
し
、
夕
方
は
近
く

の
日
本
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

事
と
な
っ
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

行
く
道
す
が
ら
、
横
を
歩
い
て

気
軽
に
話
し
掛
け
て
き
た
ア
ジ

ア
系
の
男
性
が
、
翌
日
こ
の
コ

ー
ス
の
主
任
教
授
で
あ
る
ワ
ン

先
生
だ
と
知
っ
た
と
き
は
び
っ

く
り
し
た
が
、
や
は
り
ア
メ
リ

カ
の
教
授
は
オ
ー
プ
ン
で
気
取

ら
な
く
て
ス
テ
キ
!!
だ
と
思
っ

た
。四

月
二
十
九
日
に
、
歯
学
部

の
教
室
で
一
日
目
の
講
義
が
始

ま
っ
た
。

ワ
ン
教
授
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

の
審
美
的
治
療
計
画
で
あ
っ
た

が
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
日
本

語
の
通
訳
が
つ
い
た
講
義
は
と

て
も
早
く
、
つ
い
て
い
く
の
が

大
変
だ
っ
た
。
日
本
と
違
い
、

時
折
、
参
加
者
に
質
問
が
飛
ん

で
き
て
、
私
も
英
語
で
答
え
よ

う
と
必
死
で
聞
い
て
い
た
が
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
で
は
な
い

（
日
本
人
の
英
語
が
私
達
の
耳

障
り
が
よ
い
よ
う
に
）
の
で
、

比
較
的
聞
き
や
す
く
八
〇
〜
九

〇
％
は
理
解
で
き
た
よ
う
に
思

っ
た
。

英
語
も
、
日
に
日
に
耳
に
な

れ
、
二
年
ぶ
り
の
ア
メ
リ
カ
も

心
地
よ
く
感
じ
始
め
た
。

（
つ
づ
く
）

─ミシガン大学の中央キャンパス─
歯学部および付属病院もこの近くにある

江守　道子（金沢市・歯科） 

2年ぶりのアメリカで、 
 インプラントを学ぶ 

ミシガン大学 Advanced Implant Surgery A Hands-On Training Course に参加して 

第1回 

出版 故高島朔先生の写真集が 故高島朔先生の写真集が 

お申し込みはFAXで 
お名前・住所・電話番号をご記入の上、FAXでお申し込みください。 

FAX 076（231）5156

副会長　喜多　徹（野々市町・内科） 

先着３０人の会員の方々に 
『北アルプス逍遥』を差し上げます 

紹介者　白崎　良明（金沢市・内科） 

行動の指針を示唆 行動の指針を示唆 

新
刊
案
内
 

高齢化への人類の挑戦 

今「Morgenrot幻想」と題された写真を眺めてる。山を愛する人なら誰でもあ

こがれる、日の出の時の厳粛な瞬間である。どこまでも神秘的で厳かな一時。

協会理事をされ、12年前、北アルプス槍ヶ岳を下山中、遭難された故高島朔先

生の写真集『北アルプス逍遥』巻頭のパノラマ写真の感想である。

この度、故高島先生の13回忌を機に、奥様の高島旦子様が、生前高島先生が撮

影されたたくさんの写真をもとに、『北アルプス逍遥－山と共に生きて－』（山と

渓谷社刊)を出版され、大変恐縮なことに、当時、高島先生と交流のあった先生方

へと、保険医協会に100部寄贈いただきました。そこで会員の皆様にも、ご希望

の方にこの写真集を進呈することに致しました。ご希望の方は協会事務局までご

連絡いただければ幸いです。

会員の諸先生の中でも、登山や山岳写真を撮ることを趣味とされている方も多

いと思います。「山」は、ひとたびその魅力に取りつかれると、その人の一生を

離さないだけの魅力を持っています。しかし山は、一瞬の判断を誤ると、その生

命をも奪う恐ろしさを秘めています。故高島先生の写真集を拝読すると、ほとん

ど週末、診療終了後出発し、夜間は仮眠、未明より登山開始、その日の内に下山、

帰宅という強行スケジュールにならざるを得ない、開業医の悲しい性を感じるの

であります。

なお奥様の住所を記しておきます。写真集を手にされた方におかれましては、

ご感想とか、ねぎらいの言葉をお送りいただけたら幸いです。

高島旦子様　〒921-8044 金沢市米泉6‐52（Tel：076‐243‐5788）

待
ち
に
待
っ
た
本
が
出
版

さ
れ
た
。
本
書
は
二
〇
〇
二

年
四
月
に
マ
ド
リ
ッ
ド
で
開

催
さ
れ
た
第
二
回
国
連
高
齢

化
国
際
会
議
で
採
択
さ
れ
た

『
政
治
宣
言
』、『
高
齢
化
国
際

行
動
計
画
二
〇
〇
二
』
と
会

議
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

「
高
齢
化
に
関
す
る
世
界N

G
O

集
会
の
最
終
宣
言
と
勧
告
を

N
G
O

集
会
の
日
本
代
表
団
長

で
国
際
会
議
に
も
正
式
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
井
上

英
夫
金
沢
大
学
教
授
が
解
説

を
加
え
、
纏

め
た
も
の
で

あ
る
。

国
連
の
二

文
書
は
、
原

文
と
の
対
訳

付
で
あ
る
。

日
本
政
府
が
高
齢
化
問
題
に

対
す
る
責
任
を
曖
昧
に
す
る

た
め
に
、
意
図
的
な
翻
訳
を

行
っ
て
き
た
こ
と
を
批
判
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
高
齢

者
の
人
権
保
障
の
原
則
と
行

動
指
針
を
す
べ
て
の
読
者
に

深
く
理
解
し
て
欲
し
い
と
願

う
、
法
学
者
と
し
て
の
著
者

の
意
図
を
強
く
感
じ
た
。

高
齢
者
と
他
の
世
代
を
分

断
し
、
社
会
保
障
改
悪
が
す

す
め
ら
れ
る
な
か
で
、
本
書

は
高
齢
化
問
題
に
取
り
組
む

す
べ
て
の
年
齢
の
人
々
に
日

常
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
、

行
動
し
た
ら
よ
い
の
か
具
体

的
に
示
し
、
確
信
を
も
た
ら

す
で
あ
ろ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
一

読
を
お
す
す
め
す
る
。

◎
希
望
者
は
協
会
ま
で

井上英夫著
A5判・229頁
1冊：2,600円＋税

囲 

解 
答 

碁 

（問題は８面にあります） 

黒
1
、
３
か
ら
最
後
に
７
が
決

め
手
で
左
右
ど
ち
ら
か
の
白
石
を

取
っ
て
活
き
ま
す
。 

黒
８
の
ア
タ
リ
を
打
た
な
い
の

が
肝
要
で
す
。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9
一 
二 
三 
四 
五 
六 
七 

9 12
6

8 4
537

２
二
飛
、
３
三
玉
、
４
二
飛
成
、

同
馬
、
同
銀
不
成
、
３
二
玉
、
４

一
角
、
４
三
玉
、
５
二
角
成
、
３

二
玉
、
４
一
馬
、
4
三
玉
、
５
三

銀
成
、
３
三
玉
、
4
三
成
銀
、
同

玉
、
４
二
馬
ま
で
十
七
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
４
二
桂
成
は
２
二
玉
以

下
詰
み
ま
せ
ん
。
２
二
飛
を
取
る

の
は
４
二
桂
成
以
下
の
早
詰
み
で

す
。
４
二
飛
成
か
ら
角
を
入
手
し

ま
す
が
、
２
三
玉
な
ら
２
二
桂
成
、

同
玉
、
４
四
角
で
早
詰
み
に
。
３

二
玉
が
最
善
の
応
手
で
す
が
、
４

一
角
か
ら
打
っ
た
角
を
馬
に
変
え
、

銀
を
さ
ば
い
て
解
決
し
ま
す
。
紛

れ
が
少
な
い
の
で
手
数
の
わ
り
に

易
し
い
問
題
で
す
。
 

（
問
題
は
８
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

２００３年度版 『
病
院
マ
ッ
プ
』

た
だ
今
、作
成
中
！
 

会
員
の
方
々
に
は
、八
月
中
旬
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
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「
み
ち
く
さ
の
会
」
が
発
足

し
て
か
ら
一
年
が
経
っ
た
。

会
を
立
ち
上
げ
て
良
か
っ
た

と
思
う
の
は
、
参
加
し
て
い
る

親
の
表
情
が
変
化
し
て
き
た
と

き
だ
。
暗
く
沈
ん
で
い
た
表
情

が
少
し
ず
つ
明
る
く
な
り
、
自

分
の
内
面
を
さ
ら
け
出
し
始

め
、
何
か
が
見
え
出
し
た
と
き

だ
。会

に
参
加
し
て
く
る
親
た
ち

の
様
子
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

①
相
談
す
る
と
こ
ろ
が
無
く
、

困
り
果
て
て
、
わ
が
子
を
殺

し
て
自
分
も
自
殺
し
よ
う
と

追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

②
少
年
院
な
ど
の
施
設
に
収
容

さ
れ
て
い
て
更
生
し
た
が
、

出
て
き
て
元
の
仲
間
と
接
触

し
、
再
び
非
行
を
繰
り
返
さ

な
い
か
・
・
・
。

③
非
行
で
は
な
い
が
、
不
登
校

や
精
神
障
害
で
困
り
果
て
て

い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
親
た
ち
の
家

庭
は
次
の
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。

①
夫
婦
で
支
え
あ
い
な
が
ら
、

必
死
に
子
ど
も
と
向
き
合
お

う
と
し
て
い
る
。

②
子
育
て
や
他
の
こ
と
が
原
因

で
、離
婚
や
別
居
し
て
い
る
。

③
夫
に
理
解
が
無
く
、
祖
父
母

と
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、

母
親
の
み
が
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
非
行
」

で
悩
む
親
た
ち
は
、
と
て
も
真

剣
で
一
生
懸
命
で
あ
る
。

会
に
参
加
し
始
め
た
こ
ろ
の

親
の
表
情
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

・
Ａ
さ
ん
（
母
親
）
〜
た
だ
泣

く
ば
か
り
で
、
子
ど
も
が
髪

を
染
め
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
て
い
た
。

・
Ｂ
さ
ん
（
夫
妻
）
〜
奥
さ
ん

は
泣
き
崩
れ
、
ご
主
人
は
い

た
わ
る
ば
か
り
・
・
・
。

・
Ｃ
さ
ん
（
母
親
）
〜
二
度
目

の
少
年
院
で
、
涙
で
経
過
を

語
る
の
が
精
一
杯
！

・
Ｄ
さ
ん
（
母
親
）
〜
何
を
聞

か
れ
て
も
答
え
ら
れ
ず
、
消

え
入
る
よ
う
な
姿
で
涙
ぐ
ん

で
い
た
。

・
Ｅ
さ
ん
（
母
親
）
〜
自
分
の

子
育
て
の
ど
こ
が
悪
か
っ
た

の
か
、
一
途
に
自
分
を
責
め

る
。

そ
ん
な
様
子
の
親
が
、「
み

ち
く
さ
の
会
」
に
二
度
三
度
と

足
を
運
ぶ
た
び
に
、
表
情
が
ゆ

る
み
、
口
数
も
多
く
な
り
、
目

元
が
穏
や
か
に
な
っ
て
い
く
。

参
加
し
た
親
の
多
く
が
「
聞
い

て
い
る
だ
け
で
、話
す
だ
け
で
、

聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
、
心
が

晴
れ
る
」
と
語
る
会
に
参
加
す

る
こ
と
で
「
生
き
て
い
て
良
か

っ
た
」
と
洩
ら
す
親
も
い
る
。

最
後
に
、
Ｂ
さ
ん
（
母
親
）

の
文
章
を
載
せ
た
い
。

『
い
つ
ま
で
も
風
に
な
っ
て

走
り
続
け
て
い
た
か
っ
た
。
本

当
に
楽
し
い
四
十
二
・
一
九
五

キ
ロ
で
し
た
。
今
回
は
、
苦
し

か
っ
た
去
年
か
ら
良
い
親
子
関

係
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。
今
年
初

め
て
の
フ
ル
。

走
り
初
め
て
も
う
十
年
以
上

た
ち
、
そ
の
間
は
、
何
を
お
い

て
も
走
る
こ
と
が
一
番
で
、
家

族
に
目
が
行
か
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
娘

の
サ
イ
ン
を
見
逃
し
、
追
い
込

む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
と
後
悔
も
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
の
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
は
、
長
居
陸
上
競
技
場
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

思
い
に
ふ
け
り
な
が
ら
も
一
番

苦
し
く
な
る
三
十
キ
ロ
に
さ
し

か
か
り
、
自
分
の
給
水
ボ
ト
ル

（
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
リ
ン
ク
）
を

取
り
、
張
り
つ
け
て
あ
っ
た
そ

の
娘
に
書
い
て
も
ら
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
開
い
て
み
る

と
「
走
る
こ
と
を
楽
し
も
う
！

走
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
！
お

か
ん
は
す
ご
い
ね
！
完
走
す
る

こ
と
な
ん
か
忘
れ
て
楽
し
も

う
！
ユ
ミ
（
仮
名
）」
の
文
字

が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
走

っ
て
い
て
よ
か
っ
た
。
走
る
こ

と
に
よ
っ
て
す
ば
ら
し
い
仲
間

も
得
ら
れ
ま
し
た
。
で
す
が
、

名
誉
も
得
、虚
栄
心
も
芽
生
え
、

い
つ
の
間
に
か
走
り
始
め
た
こ

ろ
の
楽
し
さ
を
忘
れ
て
し
ま

い
、
一
番
大
切
な
も
の
も
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
自

分
。
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
い
け
な
い

と
思
い
つ
つ
も
、
吹
っ
切
れ
な

か
っ
た
私
に
、
今
回
の
四
十

二
・
一
九
五
キ
ロ
の
途
中
、
新

し
い
風
が
吹
き
込
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
で
よ
か
っ
た
ん
だ
と

思
え
た
と
た
ん
肩
の
力
が
抜

け
、
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
む
ペ
ー

ス
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。自

分
が
一
番
幸
せ
に
思
え
る

こ
と
に
努
力
す
る
こ
と
は
、
な

ん
て
楽
し
い
の
で
し
ょ
う
。
娘

が
マ
ラ
ソ
ン
を
す
る
私
を
認
め

て
く
れ
た
と
い
う
だ
け
で
、
自

分
が
走
る
こ
と
に
大
き
な
意
味

が
あ
る
と
思
え
た
の
で
す
。

非
行
か
ら
立
ち
直
り
つ
つ
あ

る
娘
に
、
教
え
て
も
ら
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。』（

つ
づ
く
）

シ
リ
ー
ズ 

▼
#6
▲ 

み
ち
く
さ
の
会
　
代
表
　
赤
尾
　
嘉
樹 

い
し
か
わ
「
非
行
」
と
向
き
合
う
親
た
ち
の
会
 

そ
の
②
│
親
た
ち
の
変
化
 

み
ち
く
さ
の
会
 

み
ち
く
さ
の
会
　
第
十
二
回
交
流
会
 

交
流
会
　
我
が
子
の「
非
行
」に
悩
む
親
の
交
流
を
中
心
に
 

　
　
　
　
話
し
合
い
ま
す
。 

期
　
日
　
七
月
十
九
日（
土
）午
後
二
時
〜
五
時
 

会
　
場
　
長
町
研
修
館
　
金
沢
市
長
町
二
‐二
‐
四
三
 

 

電
話
／
〇
七
六
‐二
二
〇
‐二
二
〇
二
 

資
料
代
　
一
、〇
〇
〇
円（
一
家
族
あ
た
り
） 

連
絡
先
　
赤
尾
嘉
樹
（
〇
七
六
一
‐
七
三
‐
八
〇
二
三
）
 

 

徳
井
久
康
（
〇
七
六
‐
二
七
五
‐
二
九
二
八
）
 

NPO法人日本ポーテージ協会　石川湖南支部　認定指導員の出村と申

します。この程12回のシリーズで自閉症の子どもたちのご紹介をする機

会を頂きまして、大変嬉しく思っております。

ポーテージプログラムとは、早期療育のプログラムで、発達年齢６歳

までの方の家庭療育を手助けするための方法論と具体的手だてです。34

カ国の言語に翻訳され、90カ国以上の国で使用されています。

本部はアメリカ・ウイスコンシン州・ポーテージ市にあり、日本は東

京杉並に事務局があります。http://www.ne.jp/asahi/portage/japan/

会長は、学芸大名誉教授・山口薫です。このプログラムの利点は実施に

あたり特別な施設が必要のないことと、言語・認知・運動・社会性・身

辺自立・乳幼児期の刺激（刺激に対して適切な反応があるかどうか）と

発達全般を見られることです。欠点は作業療法士でも言語聴覚士でもな

い一指導員が、各領域についてアドバイスし支援する訳ですから、慎重

に進めてゆかないと親御さんに負担を追わせたり、極端に言えばお子さ

んの発達支援を邪魔することにもなりかねません。

そこで協会では、認定指導員制を設け、指導員の質の向上を目指して

います。有効な指導をしているかどうか審査を受けるというものです。

勉強会も定期的に行われています。また、車の免許の更新のように認定

を更新することを検討中のようです。また、言うまでもありませんが、

お子さんにはそれぞれの環境・個性・障害の違い・興味・必要性があり

ます。ご家庭の事情やニーズもあります。当然、一定のプログラムをそ

のままの形で使う訳にはいきません。それに合わせて課題の難度や方法

を変えたり、教材を工夫したりします。また、ほかにも優れたプログラ

ムはたくさんありますし、逆に完璧なものはおそらくないでしょう。で

すから、調味料のように、その子に一番合うと思われる方法を少しずつ

合わせて使用する必要もあるわけです。

そこで私は、自閉症の方には次のプログラムの考え方を取り入れてい

ます。自閉症のトータルケアで有効と注目されているノースカロライナ

大学・医学部で開発された、TEACCH（ティーチ）プログラムです。こ

れについては、おいおい詳しくご紹介したいと存じます。さまざまな障

害を持つ乳児・幼児・学齢児そして、最近では青年の方と出会い、ご家

族、担任の先生方、施設の方と出会い、先輩の諸先生方や共に学ぶ仲間

たちとも出会って参りました。まだまだ若輩者ではありますが、その素

晴らしい出会いを通して、学んだこと、少し分かってきたこと、まだま

だ分からないことなどを、軽い読み物のように興味を持って読んで頂け

るように書き進めていきたいと存じます。辛口のアドバイスを頂けまし

たら勉強になりますので、どうぞ次のアドレスまでご意見、ご感想など、

お寄せ下さいますようお願い致します（出村正栄／E-mail poomaa@

eagle.ocn.ne.jp）。

次回は、私に学ぶことの意味を教えてくれた「自閉症の方との出会い」

です。

NPO法人日本ポーテージ協会 
石川湖南支部　認定指導員　出村　正栄 

12回シリーズ・その① 12回シリーズ・その① 

その子に一番合うと思われる方法で

1962年生まれ（現在大１・中3の二児の母） 
1990年　通園施設でボランティアを経て臨時保育士となる 
1992年　独学で保育士資格取得 
1995年　日本ポーテージ協会指導員として家庭訪問を開始 
 保育園・幼稚園の臨時保母をしながら 
 金沢大学へ科目等履修生として入学し、種種特殊教育の単位を取得 
1996年　同協会認定指導員となり自宅にてポーテージ教室開設 
2000年　石川湖南支部設立・親の会「おひさまの会」発足 
2000年　アメリカポーテージ国際会議にて 
 「親の為の自閉症児早期教育プログラムの開発３」論文発表 
2002年　「親の為の自閉症児早期教育プログラムの開発４」論文発行 
 
現在は金沢駅近く個別指導教室を開設し、家庭訪問指導も行っている。 
福井大学教育学部内、幼児教室で月二回・個別指導 
福井平谷子ども発達クリニックで月二回・個別集団指導 
石川県支援事業の委託で七尾・押水・穴水にてポーテージ教室を月に一回づつ・個別指導を行う 

出村正栄さんのプロフィール 
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陰
鬱
な
梅
雨
空
の
合
間
を
、
早
朝
歩
く
。
稲
は
大
分
大
き

く
な
っ
た
が
、
田
圃
や
用
水
に
朝
餉
（
あ
さ
げ
）
を
求
め
る

ア
オ
サ
ギ
、
シ
ラ
サ
ギ
、
カ
ル
ガ
モ
の
数
が
今
年
は
異
常
に

少
な
い
。
何
か
異
変
が
起
き
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で

も
、
梅
雨
空
の
間
に
の
ぞ
く
青
空
の
は
る
か
高
み
に
、
ヒ
バ

リ
が
ホ
バ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
ビ
ー
ズ
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
、
さ

え
ず
っ
て
い
る
。
庭
の
バ
ラ
た
ち
は
一
服
に
入
っ
た
が
、
ア

ジ
サ
イ
と
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
が
ア
プ
ロ
ー
チ
を
狭
く
す
る
よ
う

に
咲
き
競
う
。

病
院
の
周
り
に
、
医
療
や
健
康
に
つ
い
て
語
り
合
う
懇
談

会
が
四
十
余
り
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
毎
月
開
い
て
い
る
が
、
一

昨
年
あ
た
り
か
ら
、
免
疫
の
話
に
な
り
、
ガ
ン
の
話
に
つ
な

が
り
、
そ
れ
が
遺
伝
子
の
話
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
初
め
は

高
齢
者
が
多
い
の
で
そ
ん
な
話
が
と
思
っ
て
い
た
が
、
な
ん

と
皆
、
目
を
輝
か
せ
て
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。
皆
、
難
し
い

難
し
い
と
言
っ
て
い
た
が
、「
免
疫
防
衛
軍
」
と
い
う
劇
シ

ナ
リ
オ
に
し
た
ら
乗
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
味
を
し
め
て
、
劇

団
名
を
「
な
ん
で
や
ろ
う
座
」
と
い
う
こ
と
に
し
て
、「
命
、

ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
」
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
遺
伝
子
の
学
習
が

続
い
て
い
る
。
八
十
近
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
ど
う
し
て
面

白
い
の
と
聞
く
と
、「
人
間
の
体
の
神
秘
さ
」
に
驚
く
し
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ
た
の
か
知
り
た
い
と
い

う
。
今
「
細
胞
の
分
子
生
物
学
」
の
分
か
り
や
す
い
と
こ
ろ

を
漫
談
風
に
し
て
進
め
て
い
る
が
、
田
中
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
ま
で
関
心
を
向
け
る
。
学
習
の
準
備
が
大
変
だ
が
、
自
分

に
と
っ
て
も
ず
い
ぶ
ん
勉
強
に
な
る
。
難
し
い
こ
と
を
ど
う

分
か
り
や
す
く
話
す
か
は
、
日
本
人
は
不
得
手
で
、
外
国
の

学
者
や
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

医
師
に
と
っ
て
も
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
も

必
要
。
こ
ん
な
こ
と
を
通
し
て
、
人
間
は
い
く
つ
に
な
っ
て

も
成
長
す
る
と
い
う
確
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、

そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
引
き
出
す
か
と
い
う
技
法
、
相
手
が
ど

う
成
長
、
変
化
し
て
い
く
か
見
ぬ
く
目
が
大
切
。

い
よ
い
よ
現
世
は
地
獄
に
な
っ
た
。
難
民
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
や
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
だ
け
で
な
く
、
医
療
福
祉
等
社

会
保
障
だ
け
を
見
て
も
、
周
り
は
、
入
院
難
民
、
退
院
難
民
、

施
設
難
民
、
在
宅
難
民
で
溢
れ
か
え
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
小
病
院
の
患
者
減
、
収
入
減
の
地
獄
に
突
入
す
る
。
不

況
、
リ
ス
ト
ラ
、
年
金
減
、
保
険
料
、
税
金
増
な
ど
、
社
会

の
構
造
が
壊
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ブ
ッ
シ
ュ
に
操
ら
れ
、
不
正
義
の
イ
ラ
ク
戦
争
に
加
担
し
、

有
事
法
制
や
イ
ラ
ク
救
援
特
措
法
な
ど
、
和
製
ハ
ン
メ
ル
ン

の
笛
吹
き
男
の
調
子
の
良
い
踊
り
に
引
き
ず
ら
れ
て
国
民

は
、
戦
争
へ
の
破
滅
の
淵
に
進
ん
で
い
る
。
医
師
と
し
て
、

地
獄
の
現
状
と
そ
の
原
因
に
つ
い
て
患
者
に
訴
え
、
そ
の
真

実
を
語
っ
て
、
破
滅
の
行
列
か
ら
引
き
戻
さ
ね
ば
。

会員リレーエッセイ ◆◆53◆◆

人
間
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て

も
成
長
す
る谷

口
　
尭
男
（
寺
井
町
・
内
科
）
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待
合
室
コ
ン
サ
ー
ト
を
思
い

つ
い
た
の
は
ほ
か
で
も
な
い
、

患
者
さ
ん
の
一
言
で
あ
る
。

あ
る
日
の
午
後
の
診
察
室
。

中
年
お
ば
ち
ゃ
ん
患
者
が
世
間

話
の
つ
い
で
に
言
っ
た
。

「
先
生
、
次
の
コ
ン
サ
ー
ト

い
つ
や
」

「
い
や
、
考
え
と
ら
ん
け
ど
」

「
も
っ
と
ど
ん
ど
ん
や
る
ま

っ
し
ね
」

「
ほ
や
け
ど
会
場
探
し
も
楽

や
な
い
し
な
あ
。
日
曜
な
ん
て

一
年
前
か
ら
予
約
し
ん
と
と
れ

ん
し
、
ま
あ
待
合
室
な
ら
、
い

つ
で
も
で
き
っ
け
ど
・
・
・
う

ん
！
待
合
室
ね
え
、
い
い
か
も

な
あ
。
手
軽
や
し
、
お
金
も
か

か
ら
ん
し
」

「
先
生
、
ほ
う
し
ま
っ
し
、

絶
対
や
よ
」

こ
う
し
て
わ
が
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
待
合
室
コ
ン
サ
ー
ト
、
通
称

「
ま
ち
コ
ン
」
が
生
ま
れ
た
。

と
は
言
う
も
の
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
た
の
は
ま
だ
一
回

だ
け
。
第
二
回
が
こ
の
七
月
下

旬
に
実
行
予
定
と
い
っ
た
具
合

で
あ
る
。
何
と
も
の
ん
び
り
し

て
い
る
。

ま
あ
、
大
ま
か
な
予
定
だ
け

た
て
て
、
気
が
向
い
た
ら
ぼ
ち

ぼ
ち
や
ろ
う
か
、
こ
れ
が
僕
の

大
好
き
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

こ
の
「
ま
ち
コ
ン
」
は
生
い
立

ち
か
ら
し
て
、
な
ん
と
な
く
そ

ん
な
の
ん
び
り
さ
が
許
さ
れ
る

よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
第
一
回
「
ま
ち
コ

ン
」
は
記
念
す
べ
き
ス
タ
ー
ト

だ
か
ら
多
少
綿
密
な
計
画
を
立

て
て
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま

ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
み
ん
な
が

絶
対
知
っ
て
い
る
歌
を
並
べ
る

こ
と
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
関
わ

り
あ
っ
て
作
り
あ
げ
て
い
く
こ

と
。
休
憩
時
間
に
は
心
を
こ
め

た
お
茶
を
出
そ
う
。
司
会
は
お

話
し
上
手
な
受
付
の
小
谷
さ
ん

が
絶
対
良
い
。
な
ど
、
あ
あ
で

も
な
い
こ
う
で
も
な
い
、
と
積

ん
だ
り
崩
し
た
り
し
た
。

い
よ
い
よ
十
二
月
二
十
五

日
。
ま
ち
コ
ン
当
日
の
お
昼
ご

ろ
、
ま
だ
患
者
さ
ん
が
い
る
待

合
室
に
出
入
り
の
薬
屋
さ
ん
た

ち
が
「
ヨ
イ
シ
ョ
ヨ
イ
シ
ョ
」

と
電
子
ピ
ア
ノ
を
運
ん
で
き

た
。
そ
の
瞬
間
か
ら
、
祭
り
の

前
の
な
ん
と
な
く
心
が
浮
き
立

つ
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
が
漂
い

始
め
た
。
最
後
の
患
者
さ
ん
の

診
察
が
終
わ
る
と
、
そ
れ
と
ば

か
り
に
み
ん
な
で
会
場
作
り
に

か
か
っ
た
。

ぶ
っ
つ
け
本
番
の
会
場
作
り

は
ド
キ
ド
キ
ハ
ラ
ハ
ラ
で
楽
し

い
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
椅
子
を

並
び
替
え
、
ピ
ア
ノ
を
セ
ッ
ト

し
、
待
合
室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の

上
に
鉢
植
え
の
花
を
一
直
線
に

並
べ
、
そ
の
後
ろ
に
観
葉
植
物

を
森
の
よ
う
に
聳
え
立
た
せ
る

と
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
い
つ
も
の

堅
苦
し
い
装
い
か
ら
大
き
く
変

身
し
て
い
た
。
さ
あ
、
準
備
は

整
っ
た
。

僕
た
ち
は
患
者
さ
ん
を
待
っ

た
。
初
め
て
の
試
み
は
い
つ
で

も
そ
う
で
あ
る
が
、
一
体
ど
れ

く
ら
い
の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ

る
か
心
配
で
あ
る
。
ま
し
て
、

そ
の
日
は
強
い
雨
風
で
普
通
な

ら
出
歩
き
た
く
な
い
日
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
僕
た
ち
の
心
配

を
よ
そ
に
開
演
時
に
は
ほ
ぼ
満

員
と
な
り
、
同
じ
フ
ロ
ア
ー
に

事
務
所
を
持
つ
市
役
所
の
方
々

も
聴
き
に
来
て
く
れ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
っ
た
。

「
出
船
」
、
「
待
ち
ぼ
う
け
」
、

「
椰
子
の
実
」
と
懐
か
し
い
歌

が
続
き
、
曲
の
合
間
に
楽
し
い

お
し
ゃ
べ
り
も
交
え
た
。
歌
っ

て
い
て
そ
の
場
の
雰
囲
気
が

段
々
良
く
な
っ
て
い
く
の
が
分

か
っ
た
。
そ
し
て
歌
い
終
え
た

と
き
に
は
、
待
合
室
全
体
が
和

や
か
で
楽
し
い
空
間
に
変
わ
っ

て
い
た
。

前
列
で
一
生
懸
命

ビ
デ
オ
を
撮
っ
て
い

た
初
老
の
Ｙ
さ
ん
は

「
神
戸
の
娘
に
送
っ
て

や
り
ま
す
」
と
言
っ

て
く
れ
た
。「
み
ん
な

で
食
べ
て
く
れ
」
と

差
し
入
れ
を
持
っ
て

来
て
く
れ
た
す
し
屋

の
お
じ
ち
ゃ
ん
。「
先

生
、
次
は
こ
ん
な
歌

を
歌
っ
て
欲
し
い
な
あ
」
と
リ

ク
エ
ス
ト
を
告
げ
る
人
。「
私

た
ち
も
歌
い
た
か
っ
た
わ
」
と

興
奮
し
て
い
た
人
。「
懐
か
し

か
っ
た
の
で
小
声
で
一
緒
に
歌

っ
て
い
た
の
よ
」と
笑
っ
た
人
。

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
感
想
を
述

べ
な
が
ら
み
ぞ
れ
の
降
り
始
め

た
街
を
帰
っ
て
い
っ
た
。
そ
ん

な
ニ
コ
ニ
コ
顔
が
僕
た
ち
ス
タ

ッ
フ
に
と
っ
て
何
よ
り
も
う
れ

し
か
っ
た
。

僕
は
思
っ
た
。
医
師
と
患
者

の
信
頼
関
係
と
い
う
言
葉
を
よ

く
聞
く
。
だ
け
ど
医
師
は
患
者

さ
ん
に
ど
れ
だ
け
自
分
自
身
を

開
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
医

師
と
言
う
表
札
だ
け
を
示
し
て

中
身
も
信
用
し
な
さ
い
、
と
言

っ
て
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
的

に
患
者
さ
ん
の
私
生
活
に
入
っ

て
い
く
け
ど
自
分
の
こ
と
は
何

も
見
せ
な
い
。
そ
れ
で
ど
う
し

て
信
頼
し
あ
え
る
だ
ろ
う
か
。

患
者
さ
ん
は
先
生
の
こ
と
を

知
り
た
が
っ
て
い
る
、
医
師
と

し
て
の
技
量
以
外
に
彼
の
人
間

的
部
分
を
見
た
が
っ
て
い
る
、

コ
ン
サ
ー
ト
を
し
な
が
ら
そ
ん

な
思
い
が
僕
の
胸
の
中
で
ど
ん

ど
ん
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

「
難
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い

が
、
人
と
し
て
の
本
質
的
な
部

分
が
気
に
入
っ
た
か
ら
こ
の
先

生
に
付
い
て
い
こ
う
」、
そ
ん

な
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
気
が

し
た
。

僕
は
み
ん
な
を
集
め
て
歌
を

歌
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
僕
の
お
喋
り
、
僕
の

歌
の
中
に
表
れ
た
僕
の
人
間
的

本
質
を
患
者
さ
ん
は
必
ず
感
じ

取
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
し
て

僕
と
言
う
医
者
を
判
断
し
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
職
を
離
れ
た

と
こ
ろ
に
そ
の
人
の
本
質
が
出

る
、
と
僕
は
思
っ
て
い
る
。
こ

ん
な
さ
さ
や
か
な
コ
ン
サ
ー
ト

だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
僕
の
本
質

の
一
部
で
も
知
っ
て
も
ら
え
た

と
す
れ
ば
、僕
は
本
望
で
あ
る
。

北山　吉明（金沢市・形成外科） 
１８ 

【
第
十
七
夜
】「
待
合
室
コ
ン
サ
ー
ト
」 

■
■
■
■ 

音 

楽 

夜 

話 

囲 碁 

（解答は６面にあります） （解答は６面にあります） 

〈ヒント〉玉の逃げ方に注意。 
 10分で二段。 

持
駒
　
飛 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先活き　5分で上級者 
〈ヒント〉最後に決め手が 
 あります。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

一 

123456

二 
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四 

五 

六 
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歩 
銀 銀 

馬 

銀 

金 

桂 

歩 

歩 
馬 

玉 




